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高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学
校

に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
電
話
相

談
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
相
談
時
間
を
延
長
す

る
と
と
も
に
、
土
・
日
も
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

よ
う
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。
学
校
や
家
庭
、
友
だ

ち
関
係
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
何
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

　
６
月
２８
日（
月
）〜
７
月
４
日（
日
）

時
間

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日

は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
）

開
催
場
所

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　（
高
知
市
小
津
町
４
―
３０
）

　
蕁
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

　
い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な

ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

日
時（
毎
月
１
回
・
第
３
日
曜
日
）

　
６
月
２０
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

　
中
村
公
証
役
場

　（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通

６
―
３
―
７
第
一
と
ら
や
ビ
ル

４
階
）

担
当
者

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

蕁
３
４
―
１
７
２
８

※
平
日
に
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　
１
９
７
２（
昭
和
４７
）年
、
浮
津

の
婦
人
会
と
万
行
婦
人
会
の
交
換

交
流
会
が
浮
津
公
民
館
と
万
行
寺

で
開
催
さ
れ
、
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ

せ
、
肌
の
ふ
れ
あ
う
な
か
で
両
地

区
の
女
性
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
交
換
交
流
会
を
き
っ
か
け

に
、
１
９
７
３（
昭
和
４８
）年
８
月
、

高
知
県
で
最
初
の
「
婦
人
泊
ま
り

合
い
同
和
教
育
研
修
会
」
が
旧
大

方
町
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
翌
年
の
１
９
７
４
（
昭

和
４９
）
年
に
は
旧
佐
賀
町
で
始
ま

り
、
同
和
教
育
に
お
け
る
先
駆
的

な
取
り
組
み
と
し
て
高
い
評
価
を

受
け
、
県
内
各
地
に
広
が
り
ま
し

た
。

　
長
い
歴
史
の
あ
る
こ
の
研
修
会

は
、
研
修
時
間
の
他
に
も
夕
食
を

か
ね
た
懇
親
会
で
の
ふ
れ
あ
い
や
、

部
屋
へ
帰
っ
て
か
ら
の
語
り
合
い

を
と
お
し
て
地
区
内
外
の
女
性
が

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
町
内
各
地
の
女
性
が

一
堂
に
集
い
、
泊
ま
り
合
い
を
通

じ
て
人
権
に
対
す
る
共
通
認
識
を

深
め
、
差
別
の
な
い
町
を
つ
く
る
」

こ
と
を
目
的
に
「
世
の
中
の
偏
見
・

不
合
理
に
気
づ
き
行
動
化
す
る
人

間
に
な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

講
演
や
体
験
発
表
・
班
別
会
を
行

い
、
研
修
を
深
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
、
久
し
ぶ
り
の
方
、

い
つ
も
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
参
加
者
の
感
想

　
幡
多
地
区
や
四
国
地
区
の
人
権

教
育
研
究
大
会
に
は
何
度
か
参
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
泊
ま
り
合
い

は
始
め
て
の
参
加
で
し
た
。

　
１
日
目
の
午
前
と
午
後
の
講
演

の
内
容
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
の
後

の
班
に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
。

普
段
生
活
し
て
い
る
中
で
気
付
か

な
い
差
別
の
実
態
を
教
え
て
も
ら

い
、
気
付
き
の
大
切
さ
、
つ
な
が

る
意
味
、
そ
し
て
全
て
の
人
が
一

人
ひ
と
り
人
間
と
し
て
生
き
て
い

る
。
生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人

に
そ
の
自
由
さ
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
、
社
会
の
理
不
尽
さ

に
気
付
き
憤
り
を
持
ち
ま
し
た
。

自
分
な
り
に
意
思
を
持
ち
、
で
き

る
時
に
は
意
見
も
言
え
る
様
な
、

そ
ん
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

対
象
者

　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
で
お
勤

め
の
女
性

日
に
ち

　
７
月
３１
日（
土
）〜
８
月
１
日（
日
）

場
所

　
国
民
宿
舎
「
椰
子（
や
し
）」

　（
宿
毛
市
）

参
加
費
／
無
料

申
込
締
切
／
６
月
１８
日（
金
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
住
民
課
人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
教
育
委
員
会
人
権
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
大
方
町
民
館

　
　
蕁
４
３
―
１
２
０
４（
直
通
）

　
佐
賀
町
民
館

　
　
蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

【
試
験
す
る
免
許
の
種
類
】

◆
第
１
種
銃
猟

　
装
薬
銃
を
使
用
す
る
猟
法

◆
第
２
種
銃
猟

　
空
気
銃
を
使
用
す
る
猟
法

◆
わ
な
猟

　
わ
な
を
使
用
す
る
猟
法

◆
網
猟

　
網
を
使
用
す
る
猟
法

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

日
曜
遺
言
等
公
証
法
律
相
談

相
 

談

「
第
３８
回
黒
潮
町
女
性
泊
ま
り
合
い

人
権
教
育
研
修
会
」
研
修
生
募
集

平
成
２２
年
度
狩
猟
免
許
試
験

を
実
施
し
ま
す

募
 

集


